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ごあいさつ

高
瀬
　
孔
平
日
本
鍛
圧
機
械
工
業
会
代
表
理
事
会
長

日
本
の
製
造
業
を
元
気
に

　
　
日
本
鍛
圧
機
械
工
業
会

は
、
鍛
圧
塑
性
加
工
技
術
展
示

会
「
Ｍ
Ｆ
―
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
２
０

１
１
　
プ
レ
ス
・
板
金
・
フ
ォ

ー
ミ
ン
グ
展
」
を
８
月
３
日
か

ら
６
日
の
４
日
間
、
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
東
４
―
６
ホ
ー
ル
に

お
い
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ

の
展
示
会
は
鍛
圧
機
械
で
あ
る

プ
レ
ス
機
械
や
板
金
機
械
、
フ

ォ
ー
ミ
ン
グ
機
械
と
塑
性
加
工

技
術
を
合
わ
せ
た
「
鍛
圧
塑
性

加
工
の
総
合
技
術
展
」
と
し

て
、
モ
ノ
づ
く
り
の
未
来
へ
向

け
た
新
し
い
道
を
探
る
こ
と
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

を
祈
念
し
て
「
日
本
を
元
気

に
、
そ
し
て
世
界
を
！
」
を
副

題
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。
東
日

本
の
製
造
業
が
元
気
に
な
り
、

鍛
圧
機
械
産
業
が
世
界
の
生
活

水
準
向
上
に
役
立
っ
て
、
日
本

だ
け
で
な
く
世
界
も
元
気
に
し

た
い
と
の
思
い
を
込
め
ま
し

た
。
こ
の
た
め
東
日
本
大
震
災

義
援
金
バ
ッ
ジ
を
１
０
０
０
円

で
販
売
し
、
災
害
の
ひ
ど
か
っ

た
岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
３
県

に
全
額
寄
付
い
た
し
ま
す
。
５

０
０
万
円
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。

　
機
械
業
界
初
の
Ｍ
Ｆ
エ
コ
マ

シ
ン
認
証
機
械
は
２
０
１
０
年

に
１
３
２
１
台
販
売
し
、
そ
の

平
均
省
エ
ネ
率
は

年
生
産
機

に
対
し
て

・
０
％
に
達
し
ま

し
た
。

　
出
展
社
数
小
間
数
な
ど
前
回

よ
り
約
３
割
ア
ッ
プ
し
て
開
催

し
て
お
り
、
海
外
か
ら
は

カ

国

社
１
６
７
小
間
の
出
展
と

６
海
外
工
作
機
械
団
体
が
集
ま

り
、
関
係
団
体
責
任
者
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
ト
ヨ
タ
自
動
車
の

川
田
康
夫
常
務
役
員
と
ホ
ン
ダ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
田
岡
秀

樹
執
行
役
員
の
特
別
講
演
の
ほ

か
、
日
本
塑
性
加
工
学
会
テ
ク

ニ
カ
ル
セ
ミ
ナ
ー

講
座
が
開

催
さ
れ
、
大
学

か
ら
は

研
究

室
ブ
ー
ス
で
研

究
発
表
が
行
わ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
出
展
者
テ
ク

ニ
カ
ル
セ
ミ
ナ
ー

講
座
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
展
示
会
が
お
客
さ
ま
と

出
展
者
の
技
術
交
流
を
通
じ
、

相
互
の
ヒ
ン
ト
知
識
の
向
上
の

場
と
し
て
、
活
用
い
た
だ
き
、

具
体
的
な
成
果
が
上
が
る
よ
う

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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日
本
鍛
圧
機
械
工
業
会
と
日
刊
工
業
新
聞
社
共
催
の
「
Ｍ

Ｆ
―
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
２
０
１
１
　
プ
レ
ス
・
板
金
・
フ
ォ
ー
ミ

ン
グ
展
」
が
３
日
か
ら
６
日
ま
で
の
４
日
間
、
東
京
・
有
明

の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

東
４
―
６
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ

る
。
鍛
圧
塑
性
加
工
技
術
の
総
合
展
示
会
と
し
て
、
日
本
を

代
表
す
る
板
金
機
械
、
プ
レ
ス
機
械
な
ど
の
有
力
メ
ー
カ
ー

が
一
堂
に
会
す
る
。
「
日
本
を
元
気
に
、
そ
し
て
世
界
を

！
―
世
界
最
新
の
エ
コ
鍛
圧
機
械
と
エ
コ
塑
性
加
工
技
術

を
提
案
し
ま
す
。
―
」
を
テ
ー
マ
に
、
国
内
外
か
ら
１
４
８

社
・
団
体

８
９
１
小
間

が
出
展
す
る
。
入
場
料
は
１
０

０
０
円
。
招
待
券
持
参
者
と
事
前
登
録
者
は
無
料
。
開
場
時

間
は

時
か
ら

時
ま
で
。

　
金
属
加
工
機
械
は
鍛
圧
機
械

と
工
作
機
械
に
区
分
さ
れ
、
鍛

圧
機
械
業
界
は
日
本
と
ド
イ
ツ

の
メ
ー
カ
ー
で
大
き
く
二
分
さ

れ
る
。
今
回
の
「
Ｍ
Ｆ
―
Ｔ
ｏ

ｋ
ｙ
ｏ
２
０
１
１
」
に
は
日
本

と
ド
イ
ツ
を
含
め
て
、
世
界
の

鍛
圧
機
械
有
力
メ
ー
カ
ー
が
集

ま
る
こ
と
か
ら
、
価
値
の
あ
る

情
報
発
信
の
場
と
な
る
。

　
環
境
に
優
し
い
無
駄
の
な
い

鍛
圧
塑
性
加
工
技
術
は
、
各
分

野
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

同
展
で
は
プ
レ
ス
機
械
を
は
じ

め
、
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
、
プ
ラ

ズ
マ
加
工
機
を
含
む
板
金
機

械
、
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
機
械
な
ど

の
鍛
圧
機
械
と
そ
の
周
辺
機
器

や
加
工
技
術
が
集
結
す
る
。
こ

の
ほ
か
、
日
本
塑
性
加
工
学
会

に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、

大
学
研
究
室
や
出
版
社
な
ど
が

集
ま
る
ゾ
ー
ン
に
「
学
び
と
産

学
交
流
の
空
間
」
を
設
け
、
最

新
の
鍛
圧
塑
性
加
工
技
術
を
多

角
的
に
紹
介
す
る
。

　
製
品
の
展
示
だ
け
で
な
く
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
講
演
会
、
セ

ミ
ナ
ー
が
数
多
く
用
意
さ
れ
て

い
る
。
４
日

時
か
ら
川
田
康

夫
ト
ヨ
タ
自
動
車
常
務
役
員
が

「
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
モ
ノ
づ
く

り
革
新
と
鍛
圧
技
術
の
果
た
す

役
割
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講

演
。
５
日

時
か
ら
「
Ｈ
ｏ
ｎ

ｄ
ａ
が
目
指
す

カ
ッ
コ
よ
く

て
凄
く
軽
い

車
造
り
へ
の
挑

戦

」
を
テ
ー
マ
に
、
田
岡
秀

樹
ホ
ン
ダ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

執
行
役
員
が
特
別
講
演
を
行

う
。

　
３
日

時
か
ら
の
「
Ｍ
Ｆ
―

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
２
０
１
１
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
で
は
、
「
技
術
革
新

サ
ー
ボ
プ
レ
ス
の
現
状
と
今

後
の
期
待
」
と
「
鍛
圧
業
界
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化

鍛
圧
関
連
企

業
の
海
外
と
の
連
携
」
の
２
テ

ー
マ
に
分
け
て
パ
ネ
ル
討
論
を

行
う
。

　
日
本
塑
性
加
工
学
会
セ
ミ
ナ

ー
は
最
先
端
の
塑
性
加
工
技
術

の
研
究
成
果
や
多
彩
な
塑
性
加

工
法
の
最
前
線
の
現
状
と
将
来

性
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
解
説
す
る
。
出
展
者
テ
ク
ニ

カ
ル
セ
ミ
ナ
ー
は
鍛
圧
機
械
の

国
内
外
を
代
表
す
る
出
展
企
業

が
、
最
新
の
製
品
・
加
工
技
術

を
紹
介
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
エ

コ
な
製
品
製
作
の
成
果
を
鍛
圧

機
械
と
と
も
に
顕
彰
す
る
「
Ｍ

Ｆ
技
術
大
賞
」
の
受
賞
製
品
も

展
示
さ
れ
る
。

　
同
展
の
副
題
は
「
日
本
を
元

気
に
、
そ
し
て
世
界
を
！
」
。

東
日
本
大
震
災
に
伴
い
、
被
災

地
の
復
興
の
一
助
と
な
る
べ

く
、
展
示
会
を
盛
り
上
げ
て
行

こ
う
と
い
う
強
い
願
い
を
込
め

た
。
「
日
本
を
元
気
に
、
そ
し

て
世
界
を
！
」
の
バ
ッ
ジ
を
作

製
し
、
展
示
会
場
で
１
個
１
０

０
０
円
で
販
売
す
る
。
岩
手
、

宮
城
、
福
島
の
３
県
の
災
害
復

旧
を
支
援
す
る
た
め
、
バ
ッ
ジ

の
売
り
上
げ
と
入
場
料
を
全
額

寄
付
す
る
。

　
鍛
圧
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
一

堂
に
結
集
す
る
こ
と
で
、
来
場

者
に
と
っ
て
も
、
技
術
交
流
や

商
談
の
場
、
さ
ら
に
は
技
術
革

新
の
道
し
る
べ
と
な
り
そ
う

だ
。

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
／
６
日
ま
で

８月３日 （水曜日）
　　　（ ）

２０１１年 平成２３年


